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3．2植物群落の分布と多様性
池間湿原の植生の分布と多様性について、図4をベースに述べる。ただし、植林・旧海岸
の自然植生・石灰岩崖地の自然植生は除く。
池の中には、トリゲモ群落・ヒメガマ群落・イヌクログワイ群落・フトイ群落などの群落
群がモザイク状に分布している。群落の分布面積は、トリゲモ群落＞ヒメガマ群落＞イヌク
ログワイ群落＞フトイ群落の順である。トリゲモ群落の分布面積は、潜在的分布も含めたの
で実際にはもう少し小さくなる。生育形の分布面積は、抽水植物群落＞沈水植物群落の順に
なっている。これらの群落の分布現象は水深と底質環境と群落間の競争力の差の反映である
と考えられる。
池の周縁は深い砂泥底の湿地である。ここにはイヌクログワイ群落・フトイ群落・ヒメガ
マ群落・ハイキビ群落・サワスズメノヒエ群落・イヌタデ群落などがモザイク状に分布して
いる。生育形で分布面積を比較すると、抽水植物群落＞半抽水植物群落の順になる。これら
の群落の分布は底質の砂泥環境の深浅の差を反映してると推定される。
湿地（池の周縁の湿地を除く）の中にはイヌクログワイ群落･フトイ群落･ヒメガマ群落・
ハイキビ群落・サワスズメノヒエ群落・ヒトモトススキ群落・イヌタデ群落がモザイク状に
分布している。群落の分布面積は、ヒメガマ群落＞ハイキビ群落＞フトイ群落＞サワスズメ
ノヒエ群落＞イヌクログワイ群落＞ヒヌタデ群落＞ヒトモトススキ群落の順になっている。
生育形で分布面積をみると、抽水植物群落＞半抽水植物群落の順になる。これらの群落の分
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布は底質環境の硬軟の差異を反映している、と思われる。
池と湿地（砂泥底の硬軟）の群落の多様性について考えると、先述から前者は群落多様性
が低く、後者は高いと言える。これは池環境が均質性の高い環境であり、一方湿地環境には
多様な環境が存在することを意味している。従って、湿地環境下には複合植生が成立する。
4．まとめ
現地調査は1991年の8月21と22日および9月12日に実施した。
植物社会学的方法で得られた51個の植生調査資料は、テーブル処理法によって表操作した
結果、以下の8群落13亜群落4変群落に類型化された。
これらの群落群は生育形の生態的区分により沈水植物群落・抽水植物群落・半抽水植物群
落に整理された。さらに、生育環境と対応させてまとめた。
沈水植物群落（水生植物群落）
トリゲモ群落
抽水植物群落（湿生植物群落）
イヌクログワイ群落
フトイ群落
ヒメガマ群落
半抽水植物群落（湿生植物群落）
ハイキビ群落
サワスズメノヒエ群落
ヒトモトススキ群落
イヌタデ群落
池の植生
トリゲモ群落
イヌクログワイ群落
フトイ群落
ヒメガマ群落
池の周縁の湿地植生
イヌクログワイ群落
フトイ群落
ヒメガマ群落
ハイキビ群落
サワスズメノヒエ群落
イヌタデ群落
湿地植生（池の周縁の湿地植生を除く）
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イヌクログワイ群落
フトイ群落
ヒメガマ群落
ハイキビ群落
サワスズメノヒエ群落
イヌタデ群落
ヒトモトススキ群落
池は湿地に比べて群落多様性が低く、均質一な環境である。湿地は群落多様性が高く、複
合植生を形成している。池と比べて不安定な環境条件下にあるために植生の変動も早い。
湿地では環境条件の僅かな差異で植物群落の住み分け現象が起こっている。
池の湿生植生を攪乱する因子として、台風･人間などの他に大形の水烏の存在が分かった。
池の石灰岩の岩盤底は二次元空間のため（砂泥地は三次元空間）植物群落による利用がな
く、ニッチが空いていた。
池間湿原は昭和43年に閉鎖系になり、止水環境になった。約29年経過した現在、池には4
つの群落、池の周縁湿地には6つの群落、湿地（池の周縁湿地を除く）には7つの群落が生
育していた。これらの植生はモザイク状に分布していた。
池間湿原には水生植物群落の浮葉植物群落と浮遊植物群落が欠落していた。
おわりに
宮古諸島には地質と地形および土地利用の関係から淡水の水辺環境が極めて少ない。自然と
人間との共生を前提にするならば、淡水の水辺環境の池間湿原は貴重な生態空間である。わた
したちはこの貴重な生態空間を21世紀の子供達に正の遺産として残す義務がある、と思う。
池間湿原は宮古島の宝である。この宝をどのように位置付けて創造的に生かすかは池間島の
人々の知恵にかかっている。日本には「三人寄れば文殊の知恵」という諺がある。みんなで集
まって知恵を出し合えば、必ず後世の人々に讃えられる知恵がわいてくる、と思う。
現地調査と植生調査資料の件について、多大なご配盧をいただいた宮古・平良市企画課と㈱
沖縄環境分析センターの大濱徹社長に心から感謝を申し上げる。資料収集では伊佐義人氏（同
社）にお世話になった。上原敦氏（同社）からは有益なコメントを頂いた。図の清書は琉球大
学大学院生佐久川光代氏の手を煩わした。以上の方々に厚くお礼を申し上げる。
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沈水植物群落
1：トリケモ群落
抽水植物群落
2：イヌクログワイ群落
3：フトイ群落
4：ヒメガマ群落
凡例
半抽水植物群落
5：ハイキビ群落
6：サワスズメノヒエ群落
7：ヒトモトススキ群落
8：イヌタデ群落
植林
9：モクマオウ群落
注：1～13の数字は群落と群集の番号を示す。
げく:,ぐう
鱗
、曄考
り_,､“
旧海岸の自然植生
10:オオハマボウ群落
11：アダン群落
12：イボタクサギ群落
石灰岩崖地の自然植生
13：クロヨナーガジュマル群集
適
》
篭
》
；
三皇逼
0100200400m
図4．池間湿原の現存植生図（旧海岸植物群落も含む）
注：〈くりの中の数字は群落と群集の番号・湿原の周囲の太い黒線は道路（車道）
